
血液グループ   

 

所属メンバー 

・井口 晶裕 （助教、平成 2年卒） 

・長  祐子 （医員、平成 2年卒） 

・佐藤 智信 （生化学医化学分野助教、平成 9年卒） 

・大島淳二郎 （医員、平成 12 年卒） 

・寺下友佳代 （大学院生、平成 17 年卒） 

・杉山未奈子 （大学院生、平成 17 年卒）（平成 23 年 10 月～） 

 

 

外来患者数     

1776 名/年 

  月曜（329 名+時間外 113 名）：長祐子 

  木曜＆金曜（1188 名+時間外 146 名）：井口晶裕 

 

入院患者数      

74 人/年 

初発患者の疾患  

 H13  H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22  H23 

ALL  10  9  7  10  9  9  8  5  10    7  4 

AML  2  5  4  4  6  3  1  2  1 1 5 

悪性リンパ腫  2  2  1  0  1  1  2  1  4 0 0 

再生不良性貧血  3  3  0  3  2  2  2  0  1 1 2 

神経芽腫  1  4  5  5  5  4  3  5  8 5 6 

Wilms腫瘍  1  2  1  3  1  2  1  0  0 0 0 

横紋筋肉腫  1  1  1  0  0  0  1  1  2 0 0 

肝芽腫  1  0  0  1  0  1  0  0  2 1 0 

網膜芽細胞腫  0  0  0  0  0  0  4  2  1 1 1 

PNET  3  0  0  0  0  1  0  0  1 0 0 

LCH  1  0  0  1  0  3  3  2  3 1 2 

脳腫瘍  0  0  0  0  0  0  4  1  3 1 0 

Donor  5  6  1  2  3  4  2  7  1 2 0 

 

その他 H23 年度は、乳児血管腫 1例、亜急性壊死性リンパ節炎 5例、 

血小板減少性紫斑病 2例、膵芽腫 1例、好中球減少症 1例、川崎病 1例 



特色ある診療内容  

造血幹細胞移植  

 H13  H14  H15  H16 H17  H18  H19  H20  H21  H22 H23 

AlloBMT(unrelated)  5  3  4  3  5  4  0  1  1 2 2 

Allo BMT(related)  5  5  1  2  4  4  2  7  1    1 0 

Allo PBSCT  0  1  0  0  0  0  0  0  0    1 0 

CBSCT  3  1  4  11  7  11  4  1  0    4 1 

Auto BMT  0  0  1  0  1  1  0  0  0    0 0 

Auto PBSCT  0  3  0  0  0  0  2  3  4    3 3 

 

 

 

小児血液・がん専門医研修施設 

  施設認定（平成 23 年 4 月 1日） 

小児血液・がん暫定指導医：井口晶裕、長 祐子 

 

 

 

研究内容 

造血幹細胞移植の早期合併症と予後  

造血幹細胞移植後の肝中心静脈閉塞症の臨床的検討 

小児血液腫瘍性疾患における緩和ケアの臨床的の検討  

小児腫瘍性疾患における抗生剤・抗真菌剤の有効性の検討 

小児白血病予後予測因子としての尿中リン、尿中尿酸排泄量の検討 

小児の固形腫瘍の原因遺伝子に関する遺伝学的・エピジェネティクな解析 

小児腫瘍性疾患における化学療法に伴う口内環境の変化に関する検討 
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社会貢献 

・大島淳二郎 

日本小児白血病リンパ腫研究グループ(JPLSG) 乳児白血病委員会委員 

・長 祐子 

札幌市マススクリーニング事業 コンサルタント医師（18か月児神経芽腫マススクリー

ニング） 

骨髄移植推進財団 移植調整医師 



・井口晶裕  

学会・研究会  

  日本小児白血病リンパ腫研究グループ(JPLSG)(代議員) 

  日本造血細胞移植学会（評議員） 

委員会  

日本小児白血病リンパ腫研究グループ(JPLSG) 再発ALL委員会委員  

小児白血病研究会(JACLS) 再発ALL委員会委員  

その他  

北海道血液同好会幹事  

北海道小児血液研究会幹事  

北海道小児がん研究会幹事  

北海道血友病研究会幹事  

  北海道造血細胞移植研究会幹事 

北海道血液症例検討会幹事 

骨髄移植推進財団 移植調整医師 


